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団体名　メタウォーター株式会社　北九州営業所

代表者　所長　河村　志野

団体概要

市内事業所 北九州市小倉北区 堺町１丁目６番１５号

主たる 事業所

連絡先

提出書類

　・様式１：SDGｓ達成に向けた取組状況（チェックシート）

　・様式２：SDGｓ達成に向けた宣言書

　・様式３：地域課題への取組み

　・【北九州ＳＤＧｓクラブ未入会の場合】クラブ参加登録申込書（電子申請可）

メールアドレス hirose-shino@metawater.co.jp

担当部署 北九州営業所

担当者 所長　河村　志野

電話番号 093-285-0162

従業員数（企業のみ） ３０１人以上

ホームページの有無 有

ホームページＵＲＬ https://www.metawater.co.jp/

事業概要
浄水場・下水処理場・ごみ処理施設向け設備などの設計・建設、各種機器類

の設計・製造・販売、補修工事、運転管理などの各種サービスの提供

企業・ＮＰＯ法人等の別 企業

業種（企業のみ） 電気・ガス・熱供給・水道業

（ふりがな） 　しょちょう　かわむら　しの

代表者氏名 所長　河村　志野

所在地

東京都千代田区神田須田町一丁目25番地

「北九州ＳＤＧｓ登録制度」申請書

　「北九州SDGｓ登録制度」について、関係書類を添付の上、下記のとおり申請します。

（ふりがな） めたうぉーたーかぶしきがいしゃ　きたきゅうしゅうえいぎょうしょ

団体名 メタウォーター株式会社　北九州営業所



（様式１）

関連する認定・表彰制度

取得していれば「具体的な
取組内容」の記載は不要です

ゴール 指標

ゴール13 環境（１）②

ターゲット 具体的な取組

7.2 9.4 13.3 13.3 環境（１）ア

ゴール 指標

ゴール12 環境（２）②

ターゲット 具体的な取組

9.4 12.3、12.5 13.3 12.3 環境（２）ウ

ゴール 指標

ゴール13 環境（２）②

ターゲット 具体的な取組

10.2 12.2 13.3 13.3 環境（２）ウ

ゴール 指標

ゴール12 経済（２）①

ターゲット 具体的な取組

8.2 9.5 12.5 12.5 経済（１）オ

ゴール 指標

ゴール9 経済（２）①

ターゲット 具体的な取組

7.2 9.4 13.3 9.4 経済（１）オ

ゴール 指標

ゴール8 社会（１）②

ターゲット 具体的な取組

3.4 5.5 8.8 8.8 社会（１）イ

ゴール 指標

ゴール5 社会（１）②

ターゲット 具体的な取組

5.5 8.5、8.8 10.2 5.5 社会（１）ア

ゴール 指標

ゴール5 社会（１）②

ターゲット 具体的な取組

5.1、5.4 8.8 5.1 社会（１）イ

ゴール 指標

ゴール3 社会（３）①

ターゲット 具体的な取組

3.4 8.8 3.4 社会（３）ア

ゴール 指標

ゴール4 経済（２）①

ターゲット 具体的な取組

4.4 8.2、8.6 17.17 4.4 経済（１）オ

ゴール 指標

ゴール16 社会（２）①

ターゲット 具体的な取組

16.1、16.3、16.5 16.1 社会（２）ウ

ゴール 指標

ゴール11 社会（２）①

ターゲット 具体的な取組

11.b 12.6 13.1 11.b 社会（２）ア

3,9,12

1
温室効果ガスの排出を抑制するため、エネルギーの使用状況
の把握や使用効率の改善、再生可能エネルギーの利用などに
取り組んでいる。

11,12,14

環境

(ＣＯ２削減)

環境

(廃棄物削減)

環境・社会

サプライ
チェーン管理

経済・社会

(技術向上)

最も関連性のある
「北九州市ＳＤＧ
ｓ未来都市計画」

の指標や取組

7,13 ・TCFDに基づき気候変動対応について積極的に情報開示しており、当社グループにおける
GHG排出量の指標・目標の設定ならびに削減の取り組みを推進しています。
・北九州営業所を含む全ての事業所の電力使用量を把握しています。

※ＣＳＶ（Creating Shared Value：共通価値の創造）
　企業が社会課題に取り組み、社会に対して価値を創造することでビジネス（経済的な価値）を創出すること。

No. チェック項目 分類 具体的な取組内容関連する主なゴール・ターゲット

・排出した産業廃棄物の再利用を促進するために、再資源化設備を有する産業廃棄物処理業
者に処分を委託しています。当社が主に排出するがれき類、汚泥、混合廃棄物などの産業廃
棄物の再資源化率は全社で94.5％（2021年度）となっています。
・発注業務の効率化に加え、ペーパーレス化による環境負荷低減を目指しEDI化を推進して
います。2022年度は60%の注文をEDIで実施し、全社で約8万枚に相当する紙の削減につな
がっています。

事業活動等から発生する廃棄物の管理及び処理を適切に行っ
ている。
３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を実施するな
ど、循環型社会の構築に取り組んでいる。

・提供する全ての製品・サービスは満足が得られる最適な品質水準を確保することを品質基
本方針としており、過去の事故を教訓とし、新たな事故を未然に防ぐため、事故の事象や原
因、再発防止策などを記載した「品質トピックス」を作成し全社員に定期的に配信していま
す。

商品やサービスの安全性を担保する体制を整備すると共に、
品質の向上や新たな技術の開発等に取り組んでいる。

4

2

・調達業務の基本方針として「サステナビリティ調達の推進」を掲げ、「オープンな調達の
推進」や「サプライヤーとのパートナー関係強化」をはじめ、環境に配慮したグリーン購入
を進めているほか、人権等、社員教育による法令遵守の徹底を推進しています。

事業に伴う調達（原材料、部品、資材、サービス、使用する
設備や事務用品等）について、環境負荷や人権などに配慮し
ている。

3

最も関連性のある
ゴール・ターゲッ

ト

・具体的な施策として「テレワーク制度の導入」「サテライトオフィスの設置」「週休3日制度の導入」
「ABW※の手法を用いたオフィスレイアウトの見直し」「シェアオフィスの活用」「所定労働時間の30分
短縮」「スマートワーク手当の導入」のほか、2023年4月には「副業制度の導入」「遠隔地勤務制度の導
入」を実施するなど、さまざまな環境整備を進めています。また新たな施策として、長期の出張業務を
伴う職種において「居住地の自由化」なども検討しています。こうした施策を通じて、当社グループ内
ではワークスタイルの多様化を認め合う風土が醸成されつつあります。
※ABW（Activity Based Working）：働く人自身が仕事内容に合わせて時間や場所を自由に選択できる働
き方

長時間労働の防止、テレワーク等の多様な働き方の導入な
ど、良好な労働環境の整備に取り組んでいる。

6

・当社グループは電気技術と機械技術を併せ持つ独自性を強みとして幅広いソリューションを提供し、
浄水場・下水処理場・ごみリサイクル施設の設計・建設、運転・維持管理、運営を担っています。たと
えば、国内の浄水場においてシェアNo.1※を誇る浄水システムである「セラミック膜ろ過システム」
は、廃棄物を出さず、省エネルギー化にも貢献しています。※当社調べ。
・当社では上下水道施設における地域雇用やコミュニケーション拠点などの新しい付加価値の創出とし
て、魚と植物を同時に育てる循環型農業「アクアポニックス」事業を岩手県大船渡市で展開していま
す。上下水道施設の未利用地の有効活用という社会課題に対応して地域創生に貢献するとともに、農
薬・化学肥料無使用、水を循環利用する環境保全型農業「アクアポニックス」の推進にも寄与していま
す。

環境に配慮した商品やサービスの開発や、社会課題の解決に
つながる商品やサービスの提供に取り組んでいる。

5

6,9,12,14,15

3,8

環境・経済
・社会

(商品開発)

経済・社会

労働環境
整備

・行動規範等各種規程で差別・ハラスメントの禁止を明記し、ハラスメント防止を含むテー
マ別のコンプライアンス教育を全社eラーニングや階層別等で実施しています。

セクシャルハラスメントやパワーハラスメント、マタニティ
ハラスメントなど、あらゆるハラスメント行為を防止するた
めの体制を整備するなど、良好な職場環境の構築に取り組ん
でいる。

8

・多様な人材がおのおのの個性や能力を最大限に発揮することが当社グループの成長につな
がると考え、ダイバーシティ＆インクルージョン（以下、D&I）を推進しています。
一例として、新入社員の女性比率30％を目標に採用を行っています。また産休・育休の取得
率向上にも努めており、厚生労働大臣の認定制度「くるみん」「えるぼし（３つ星）」を取
得しています。

年齢、性別、国籍、障害の有無等による不当な差別を防ぐ体
制の整備や人権教育等に取り組み、女性活躍など、多様な人
材が活躍できる環境の構築に取り組んでいる。

7

5,8,16

4,5,8,10,16
社会

ジェンダー
平等

社会

ハラスメント
防止

疾病予防や早期発見、感染症防止などの衛生対策を講じると
ともに、良好なメンタルヘルスの維持など、従業員の健康維
持に取り組んでいる。

9
3,8

4,5,8,9

社会

(健康経営)

経済・社会

(人材育成)

企業名　メタウォーター株式会社　北九州営業所

ＳＤＧｓ達成に向けた取組状況（チェックシート）

・サステナビリティの視点を踏まえた経営を促進し、取締役会、経営会議へ報告・提案する「サステナビリティ委員
会」を設置しています。サステナビリティ委員会では、サステナビリティに関する全社方針や目標等を策定し、それら
の実現に向けた取り組みを推進すると共に、社会・環境・ステークホルダーに及ぼす影響も含めた各種施策のモニタリ
ングを行っています。また、サステナビリティ委員会の事務局であり、サステナビリティ全般を担当するサステナビリ
ティプロモーション部を設置しています。また、事業継続マネジメント(BCM: Business Continuity Management)の強
化を図るため、事業特性に合わせた事業継続計画(BCP: Business Continuity Plan)を策定しています。さらに、定期
的にBCM推進部会を開催することにより、策定したBCPの陳腐化の防止と、実効性の向上に努めています。

自社のＳＤＧｓの取組みをマネジメントする担当者や担当部
署を設置し、ＣＳＶ（※）などを適切に推進すると共に、災
害時等の事業の継続や事業承継など持続可能な事業経営に取
り組んでいる。

12

11
反社会的勢力の排除、汚職や贈収賄・不正競争行為の防止、
個人情報の適切な管理、飲酒運転の防止など、法令を遵守す
る体制を整備している。

北九州市入札参加資格有資格者名簿
への登録

・当社グループではコンプアイアンスを推進する組織として、「サステナビリティ委員会」の専門分科
会である「ガバナンス分科会」を設置しています。ガバナンス分科会では、反社会的勢力の排除や個人
情報管理、安全運転などのコンプライアンス・プログラムの実施状況の確認・改善、および全社教育を
はじめとしたコンプライアンス施策の検討・立案などを実施しています。
・購買担当者に対し下請代金支払遅延等防止法(下請法)の勉強会を実施、法令遵守の徹底と理解促進に
努めています。その他の社員に対しては年1回のeラーニングを通して汚職や贈収賄・不正競争行為の防
止などのコンプライアンスを強化しています。

11

16社会

(不正防止)

経済・社会

(持続可能性)

・「人が最大の財産」とする当社グループでは、社員の能力開発を経営における重要事項と
位置付け、成長意欲のある社員の能力や可能性を最大限に伸ばす環境と仕組みを整備してい
ます。社員の成長ステージに応じた能力開発のために数多くのプログラムによる各種研修を
実施しているほか、研修費の充実化や資格取得の支援を推進するなど、社員一人一人の成長
と挑戦をサポートしています。従業員の能力向上のため社員1人あたり、年間10万円の予算
を充てて200を超える充実したカリキュラムで研修を実施しています。

全ての従業員にスキルアップのための研修等の機会を提供す
ると共に、社会に役立つ情報の外部への発信やインターン
シップの受入れなど、社内外にわたる人材の育成に取り組ん
でいる。

10

・「人が最大の財産」と考える当社グループでは、社員やその家族の心と体の健康が財産で
あると捉え、さまざまな支援体制を整えています。社員一人一人の健康増進が企業活力の向
上につながると考え、今後も健康経営を推進していきます。具体的には健康意識向上の働き
かけやメンタルヘルスケアなどに取り組み、社員一人当たりの健康管理費用なども公開して
います。



（様式２）

　私たちは、ＳＤＧｓの内容を理解し、ＳＤＧｓの達成に向けた方針及び取組を以下のとおり宣言します。

◆　ＳＤＧｓ達成に向けた取組方針等

◆　ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組

その他

(その他の場合)

(2024 )年

その他

(その他の場合)

(2024)年

その他

(その他の場合)

(2024)年

記載について

　・  「ＳＤＧｓ達成に向けた重点的な取組」は、３つまでご記入できます。

　・  必ず全ての分野（経済・社会・環境）の達成を宣言してください。

　　（１つの取組みで３つの分野を達成しても、複数の取組みで３つの分野を達成しても構いません）

　・  指標（KPI）は、原則として数値目標を記載してください。

ＳＤＧｓ達成に向けた宣言書

宣言日　　令和 6年  3月  7日

団体名　メタウォーター株式会社　北九州営業所　　

当社は水・環境インフラを支える企業として、事業を通じて私達の日常の安全・安心な生活を支え、環境と社会

の持続可能性に貢献できるよう取り組んでまいります。

またＳＤＧｓで掲げられた目標を強く意識し、社員の一人ひとりが誠実にこの活動に取り組むことで、目標の達

成を目指します。

ＳＤＧｓ達成に向けた
重点的な取組

　　　　 指標（ＫＰＩ）
　　　　　 ・目標値

※目標値は、いずれかの目標年で
　設定してください。

最も関連性のある
「北九州市ＳＤＧｓ
未来都市計画」の

指標や取組
※どちらか一方のみの
記載で構いません。

達成を
目指す分野
に「○」

指標

環境（１）②

社会
目標値

経済

温室効果ガスの削減として以下を実施

・コピー紙使用枚数の削減

指標
(KPI)

温室効果ガスの削減量

コピー用紙使用

　2022年度　82,000枚

⇒2024年度　78,000枚

（約５％減）

具体的な取組

環境 〇

指標

社会（３）①

社会 〇
目標値

　2022年度　平均10日

⇒2024年度　平均13日

具体的な取組

環境

経済

有給取得率UPの促進

指標
(KPI)

有給休暇取得日数の

増加

指標

経済（２）④

社会
目標値

経済 〇

温室効果ガスの削減として以下を実施

・事務所電力使用量の削減

指標
(KPI)

温室効果ガスの削減量

事務所電力使用量

　2022年度　9,400ｋW

⇒2024年度　8,930ｋW

　（約５％減）

具体的な取組

環境



（様式３）

　　　　　　　　　　 団体名　メタウォーター株式会社　北九州営業所

取組名 具体的な取組内容

22　海外水ビジネス推進協議会
弊社は、海外水ビジネス推進協議会の会員とな
り、海外水ビジネス展開に向けた取り組みに積極
的に参加しています。

記載について

地域課題への取組み

　私たちは、地域課題の解決を通じてＳＤＧｓを達成するため、北九州市の取組みに参加してい
ます（今後、参加します）。

・参考「企業等が参画可能な取組一覧」の中から、現在取り組んでいるもの（今後取り組むもの）を
少なくとも一つ選択し、具体的な取組内容を記載して下さい。

・これから取組みを始める場合は、選択した取り組みの担当部署に連絡をし、所定の手続きを済ませ
た上で本書を提出して下さい。

・参考「企業等が参画可能な取組一覧」以外で、貴団体が自主的に行っている取組みについても、併
せて記載いただいても構いません。


